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受
賞
者
と
共
に
表
敬
訪
問

し
、
町
長
よ
り
伝
達
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
町
長
よ
り
、
善

行
会
の
活
動
と
受
賞
者
の
貢

献
に
対
し
、
謝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

１部50円

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

福
岡
県
北
九
州
支
部

秋
季
善
行
受
賞
者

伝
達
式
を
二
か
所
で開催

令
和
五
年
五
月
十
七
日
、

八
幡
西
区
役
所
コ
ム
シ
テ
ィ

に
お
い
て
、
昨
年
、
コ
ロ
ナ

禍
に
て
中
止
と
な
っ
た
令
和

四
年
度
秋
季
受
賞
者
の
伝
達

式
を
開
催
し
、
八
幡
地
区
在

住
の
受
賞
者
に
対
し
て
、
表

彰
状
及
び
善
行
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

来
賓
に
、
松
尾
統
章
県
議

会
議
員
、
神
野
洋
一
八
幡
西

区
長
な
ど
多
数
の
臨
席
を
賜

り
ま
し
た
。

ま
た
、
他
地
域
の
受
賞
者

に
対
し
て
は
、
地
元
首
長
で

あ
る
み
や
こ
町
長
を
２
名
の

総
会
は
、
島
村
支
部
長

の
挨
拶
に
続
き
、
本
部
勝
野

堅
介
会
長
の
祝
電
披
露
が
あ

り
、
令
和
四
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
、
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
原
案
通
り

決
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
顧
問
三
名
を

も
う
け
、
支
部
長
一
名
、
副

支
部
長
六
名
、
監
事
二
名
、

会
計
書
記
二
名
、
理
事
十
一

名
と
体
制
を
強
化
し
て
、
会

員
総
数
一
五
七
名
が
よ
り

し
っ
か
り
し
た
活
動
が
出
来

る
よ
う
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
令
和
五
年
度
の

事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収

支
予
算
（
案
）
の
審
議
に
入

り
、
新
規
事
業
と
し
て
、
恵

ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
支

援
活
動
で
あ
る
「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
活

動
」
の
推
進
、
支
部
創
立
以

降
、
継
続
し
て
い
る
「
児

童
養
護
施
設
へ
の
慰
問
・
寄

贈
」、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
の
開
催
」、「
隠

れ
た
善
行
表
彰
該
当
者
の
発

掘
」、「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」、

「
無
事
カ
エ
ル
の
交
通
事
故

防
止
マ
ス
コ
ッ
ト
作
成
配

布
」、「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」、

「
環
境
美
化
活
動
」
等
の
実
施

に
つ
い
て
、
全
員
一
致
で
決

議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
同
ホ
ワ
イ

ト
パ
ー
ク
に
お
い
て
祝
賀
・

懇
親
会
を
行
い
、
受
賞
者
か

ら
「
今
回
、
受
賞
を
受
け
、

善
行
を
継
続
し
て
来
て
心
か

ら
良
か
っ
た
。
身
に
余
る
思

い
で
大
変
嬉
し
い
で
す
。
今

後
も
継
続
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」
な
ど
の
感
想
を

頂
く
と
共
に
会
員
同
士
の
情

報
交
換
、
融
和
親
睦
を
深
め

合
い
ま
し
た
。
又
、
翌
日
の

五
日
に
は
、
愛
好
者
十
七
名

が
参
加
し
た
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
行
い
、
会
員
間
の
絆
を
強

く
し
ま
し
た
。

狛こ
ま
え
し

江
市
は
、
東
京
都
多
摩

東
部
に
位
置
す
る
全
国
で

二
番
目
に
小
さ
い
市
で
、
面

積
６
．
３
９
㎢
の
ほ
ぼ
中
央

を
小
田
急
線
が
走
っ
て
い

る
。「
狛
江
」「
和
泉
多
摩
川
」

の
二
つ
の
駅
が
あ
り
、
ど
こ

か
ら
も
新
宿
や
渋
谷
、
青
山

な
ど
に
三
十
分
程
度
で
行

く
こ
と
が
で
き
る
。
都
心
に

近
い
交
通
に
恵
ま
れ
た
地

域
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
緑
豊

か
な
多
摩
川
と
野
川
に
は

さ
ま
れ
、
閑
静
な
住
宅
地
が

占
め
る
割
合
が
多
い
。

東
京
を
流
れ
る
多
摩
川

は
、
他
に
も
共
有
す
る
市
や

区
が
多
い
が
、
堤
防
の
上
で

は
、
澄
ん
だ
空
気
を
吸
い
な

が
ら
走
っ
た
り
、
歩
い
た

り
す
る
市
民
で
い
つ
も
賑

わ
っ
て
い
る
。

  

と
り
わ
け
大
き
な
空
と
広

い
河
川
と
桜
の
見
事
な
調

和
が
楽
し
め
る
春
は
ま
さ

に
絵
の
よ
う
に
美
し
い
。

全
国
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
桜

の
名
所
と
趣
を
異
に
し
、
観

光
的
で
は
な
く
、
普
段
着
の

の
び
や
か
さ
が
あ
る
こ
と

は
い
ま
や
貴
重
な
魅
力
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

子
ど
も
と
自
然
が
触
れ
合

う
「
水
辺
の
楽
校
」
や
泥
ん

こ
遊
び
や
木
登
り
が
で
き

る
「
プ
レ
ー
パ
ー
ク
」
に
集

う
子
ど
も
た
ち
も
実
に
の

び
や
か
だ
。
近
年
市
外
か
ら

の
参
加
も
多
く
人
気
を
博

し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
夏

に
開
催
さ
れ
る
「
狛
江
古

代
カ
ッ
プ
多
摩
川
い
か
だ

レ
ー
ス
」
が
あ
る
。
タ
イ
ム

レ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
筏い
か
だ
の

デ
ザ
イ
ン
を
争
う
部
門
も

あ
り
、
土
手
は
応
援
の
声
と

笑
い
に
満
ち
て
楽
し
い
。

狛
江
駅
前
の
小
さ
な
森
も

市
民
と
し
て
誇
ら
し
い
。
こ

の
区
域
は
都
市
計
画
道
路

等
の
一
部
と
し
て
整
備
さ

れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
市
民

が
力
を
合
わ
せ
て
森
を
守

り
、
東
京
都
か
ら
「
特
別
緑

地
保
全
地
区
」
と
し
て
指
定

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
小

さ
い
な
が
ら
も
豊
か
で
美

し
い
森
が
狛
江
駅
に
隣
接

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
で

は
、
市
と
市
民
が
協
力
し
て

保
全
・
管
理
を
し
て
後
世
に

伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

ど
ん
な
に
自
慢
し
て
も
し

す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
よ
う

に
思
う
。

市
内
に
古
墳
が
い
く
つ
も

点
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら

分
か
る
通
り
、
狛
江
の
歴
史

は
古
い
。
古
き
良
き
伝
統
を

守
る
古
く
か
ら
の
住
人
と
、

自
然
の
良
さ
を
知
る
新
し

い
住
人
と
が
共
に
歩
み
寄

り
、
古こ
さ
つ刹
の
泉
龍
寺
の
境
内

を
利
用
し
た
「
狛
江
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
や
狛
江
駅
前
の

側
道
を
使
う
「
泉
の
森
テ
ラ

ス
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
定

着
し
て
き
た
。

「
絵
手
紙
発
祥
の
地
」「
音

楽
の
街
」
と
し
て
の
文
化
活

動
も
活
発
だ
。
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が
よ

り
住
み
や
す
い
と
感
じ
る

街
づ
く
り
の
た
め
に
、
少
し

で
も
役
立
て
た
ら
と
願
う

日
々
で
あ
る
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

東
京
都
狛
江
支
部

小
さ
な
市
の

「
の
び
や
か
な
魅
力
」

佐
賀
県
唐
津
支
部

支
部
総
会
の
開
催

令
和
五
年
五
月
十
四
日

（
日
）
に
唐
津
市
西
の
浜
「
大

成
公
民
館
」
に
お
い
て
、
佐

賀
県
唐
津
支
部
の
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
開
会
に
先
立

ち
、
会
員
物
故
者
へ
の｢

黙

祷｣

を
捧
げ
ま
し
た
。

鶴
事
務
局
長
の
司
会
進
行

で
開
催
さ
れ
、
藤
元
支
部
長

が
議
長
を
務
め
て
、
議
題
の

審
議
を
図
り
ま
し
た
。
物
故

者
や
退
会
会
員
が
あ
り
、
役

員
改
選
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
の｢

事
業
計

画
案
、
予
算
案｣

等
が
審
議

さ
れ
、
何
れ
も
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
藤
元
支

部
長
よ
り
、
会
員
増
強
と
唐

津
市
全
域
か
ら
の
表
彰
対
象

者
を
、
見
つ
け
る
作
業
を
全

会
員
に
呼
び
か
け
ら
れ
て
、

総
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

右より　みやこ町町長、
進 勝教氏、進 三剛氏

（
日
）
渋
川
市
石
原
所
在
の

「
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー
ク
」
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
に
先
立
ち
、
去

る
五
月
二
十
日
、
明
治
神
官

参
集
殿
に
お
い
て
特
別
善
行

表
彰
金
章
・
銀
章
を
受
賞

し
た
八
名
に
対
し
、
島
村
支

部
長
か
ら
そ
の
功
労
を
た
た

え
、
会
員
に
披
露
す
る
と
共

に
、
支
部
記
念
品
を
添
え
て

伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

群
馬
県
北
毛
支
部

令
和
五
年
度
定
期
総
会

並
び
に
特
別
善
行
表
彰

金
章
・
銀
章
の
伝
達
式

の
開
催
に
つ
い
て

令
和
五
年
度
定
期
総
会
並

び
に
特
別
善
行
表
彰
金
章
・

銀
章
受
賞
者
に
対
す
る
伝
達

式
を
会
員
六
十
六
名
の
出
席

の
も
と
に
、
去
る
六
月
四
日

■
訂
正
と
お
詫
び

七
月
号
の
受
賞
者
の

喜
び
の
声
の
春
季
表

彰
の
伊
古
田
さ
ん
の

住
所
が
東
京
都
大
和

市
と
記
載
が
あ
り
ま

す
が
、
正
し
く
は
、
東

京
都
東
大
和
市
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
事
を
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。


